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※道路工事に伴う配水本管布設替（③～⑧）
※塩ビ管対策による配水本管布設替
　（①～②～③～④,②～⑤～⑥～⑧～⑩）
※給水申請による配水本管布設替（⑥～⑦）
※DIP管　内面エポキシ樹脂粉体塗装管使用，
　   　　ポリエチレンスリーブ被覆
※HPP管　ナイロンスリーブ被覆
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注）行止まり管は道路区画からの
　残延長を記入すること。

注）場合に応じ接
　点番号を補記す
　るなどにより，容
　易に判読可能な
　表記とすること。

注）境界からバル
　ブまでの寸法を
　記載すること。

注）工事監督員が指定す
　る事項を記載すること。

注）工事の内容について，簡潔に記載
　すること。
　　スリーブ被覆をした場合は，その旨
　を記載すること。

注）内面粉体管を使用した
　際は，そのことについて
　明記すること。

注）道路断面図は，次の方向で描写すること。
　　・図面上下方向の道路…下から上に向かって
　　・図面左右方向の道路…右から左に向かって

注）最新の水道管網図データを用いること。
　　データは工事監督員より入手すること。
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※道路工事に伴う配水本管布設替（③～⑧）
※塩ビ管対策による配水本管布設替
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※DIP管　内面エポキシ樹脂粉体塗装管使用，
　   　　ポリエチレンスリーブ被覆
※HPP管　ナイロンスリーブ被覆
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注）既設管の状況を図示し，
　接続箇所を明示すること。 注）他の埋設物の位置について，

　離隔等を明示すること。

注）天じんから地表面まで
　の高さを記載すること。
　　継足キーを使用した場
　合は，明示すること。

注）メーカー規格品の場合は，
　寸法値を記載すること。

注）エアーバック工法を採用した場合，施工位置を図示する
　とともに分水栓等から地表面までの高さを明記すること。

注）湧水の有無について記載すること。
　　湧水がある場合は，水位を記載すること。

資材取扱店名

使用資材名 メーカー
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鋳鉄管(GX)

鋳鉄異形管(GX)

押輪･G-Link

HPP管

HPP異形管

HPPﾒｶ異形管

異種管継手

PV-J

○○○○○○離脱防止金具


